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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号に基づいてカラー画像を投射面に投射する画像投射装置であって、
　前記投射面からの反射光のうち第１、第２および第３の波長領域の光をそれぞれ検出す
る第１、第２および第３の受光センサと、
　前記映像信号に対して色調調整に関する処理を行う処理手段と、
　前記第１、第２および第３の波長領域の光を含む基準光を前記投射面に投射したときの
前記第１から第３の受光センサのうち１つの受光センサからの出力と他の受光センサから
の出力とに基づいて、該１つの受光センサが検出する波長領域に対応する映像信号を前記
処理手段で処理するためのパラメータを設定する制御手段と、
　前記基準光を、基準投射面に投射したときの前記第１、第２および第３の受光センサか
らの出力である基準出力を記憶した基準出力記憶手段を有し、
　前記制御手段は、前記基準光を前記投射面に投射したときの前記１つの受光センサおよ
び他の受光センサからの出力の比と、これら受光センサの前記基準出力の比と、複数の異
なる投射面に前記基準光を投射したときの前記受光センサからの出力に基づき決定された
補正係数とを用いて算出した値に基づいて前記パラメータを設定することを特徴とする画
像投射装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記１つの受光センサおよび他の受光センサからの出力に基づいて、
該１つの受光センサに対応する波長領域でのスペクトル分布を推定し、該推定結果に基づ
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いて前記パラメータを設定することを特徴とする請求項１に記載の画像投射装置。
【請求項３】
　前記パラメータは、前記映像信号に対するゲイン値であることを特徴とする請求項１又
は２に記載の画像投射装置。
【請求項４】
　投射モードに応じて異なる表示特性に関するデータを記憶したデータ記憶手段を有し、
　前記制御手段は、前記基準光を前記投射面に投射したときの前記１つの受光センサおよ
び他の受光センサからの出力の比と、これら受光センサの前記基準出力の比と、複数の異
なる投射面に前記基準光を投射したときの前記受光センサからの出力に基づき決定された
補正係数と、前記投射モードに対応した前記データとに基づいて前記パラメータを設定す
ることを特徴とする請求項１から３のいずれか１つに記載の画像投射装置。
【請求項５】
　前記表示特性に関するデータは、γ値のデータであることを特徴とする請求項４に記載
の画像投射装置。
【請求項６】
　第１の投射モードに対応する前記表示特性に関するデータと第２の投射モードに対応す
る前記表示特性に関するデータの差分値を用いて前記パラメータを設定することを特徴と
する請求項４又は５に記載の画像投射装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１つに記載の画像投射装置と、
　該画像投射装置に画像情報を供給する画像供給装置とを有することを特徴とする画像表
示システム。
【請求項８】
　映像信号に基づいてカラー画像を投射面に投射する画像投射装置の制御方法であって、
　前記投射面からの反射光のうち第１、第２および第３の波長領域の光を第１、第２およ
び第３の受光センサでそれぞれ検出する検出ステップと、
　前記映像信号に対して色調調整に関する処理を行う処理ステップと、
　前記第１、第２および第３の波長領域の光を含む基準光を前記投射面に投射したときの
前記第１から第３の受光センサのうち１つの受光センサからの出力と他の受光センサから
の出力とに基づいて、該１つの受光センサが検出する波長領域に対応する映像信号を前記
処理ステップで処理するためのパラメータを設定するステップを有し、
　前記パラメータは、前記基準光を前記投射面に投射したときの前記１つの受光センサお
よび他の受光センサからの出力の比と、前記基準光を基準投射面に投射したときのこれら
受光センサからの出力の比と、複数の異なる投射面に前記基準光を投射したときの前記受
光センサからの出力に基づき決定された補正係数とを用いて算出されることを特徴とする
画像投射装置の制御方法。
【請求項９】
　映像信号に基づいてカラー画像を投射面に投射する画像投射装置に、
　前記投射面からの反射光のうち第１、第２および第３の波長領域の光を第１、第２およ
び第３の受光センサでそれぞれ検出する検出ステップと、
　前記映像信号に対して色調調整に関する処理を行う処理ステップと、
　前記第１、第２および第３の波長領域の光を含む基準光を前記投射面に投射したときの
前記第１から第３の受光センサのうち１つの受光センサからの出力と他の受光センサから
の出力とに基づいて、該１つの受光センサが検出する波長領域に対応する映像信号を前記
処理ステップで処理するためのパラメータを設定するステップを実行させ、
　前記パラメータを、前記基準光を前記投射面に投射したときの前記１つの受光センサお
よび他の受光センサからの出力の比と、前記基準光を基準投射面に投射したときのこれら
受光センサからの出力の比と、複数の異なる投射面に前記基準光を投射したときの前記受
光センサからの出力に基づき決定された補正係数とを用いて算出させることを特徴とする
制御プログラム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投射面からの反射光を検出して色調補正処理を行う機能を有する画像投射装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクタによって画像を投射する投射面としては、専用の白色スクリーンだけでな
く、壁やパーテーションといった必ずしも白色ではない投射面がある。また、プロジェク
タは、暗室だけでなく、照明された室内で使用されることも多い。
【０００３】
　投射面の色や照明による投射画像の色調（色バランス）への影響を光センサやＣＣＤカ
メラを用いて検出し、白バランスを自動的に補正するプロジェクタが特許文献１に開示さ
れている。このプロジェクタでは、白色投射時の赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）成分
をそれぞれ検出し、所定の白バランスが得られるようにＲ、ＧおよびＢ成分のゲインを調
整する。
【０００４】
　また、特許文献２には、投影面に対してＲ、ＧおよびＢの３原色光を順次投影し、それ
ぞれの投射面での反射光を色センサにて検出するプロジェクタが開示されている。このプ
ロジェクタでは、検出された色情報から色補正用マトリクスを生成し、該生成されたマト
リクスを用いて投射すべき画像のＲＧＢ入力信号に対してマッピングを行うことで、色調
補正を行う。
【特許文献１】特開２００３－３３３６１１号公報（段落０００２～０００５、図４等）
【特許文献２】特開２００３－３２３６１０号公報（段落００７８～００８４等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献２に開示された色調補正方法では、補正用の基準画像としてＲ
、ＧおよびＢの画像を順次投影するために色調補正に要する時間が長くなる。また、通常
の投影画像とはかけ離れたＲ、Ｇ又はＢのみの基準画像をある程度の時間の間表示しなけ
ればならないため、ユーザにとって違和感が大きい。
【０００６】
　一方、特許文献１に開示された色調補正方法では、補正用の基準画像として白色画像を
投射するため、特許文献２の色調補正方法のような欠点はない。しかし、検出された各色
(Ｒ、ＧおよびＢ)レベルのバランスを完全に合わせたとしても、以下の理由で基準画像の
白色と同じ色が得られない。
【０００７】
　図８には、プロジェクタの投射光スペクトルの一例を示す。図８において、Ｒ光をＰＪ
＿Ｒ（λ）、Ｇ光をＰＪ＿Ｇ（λ）、Ｂ光をＰＪ＿Ｂ（λ）とすると、白色光ＰＪ＿Ｗ（
λ）は、
　　ＰＪ＿Ｗ（λ）＝ＰＪ＿Ｒ（λ）＋ＰＪ＿Ｇ（λ）＋ＰＪ＿Ｂ（λ）
で表される。
【０００８】
　一方、図９には、反射光を検出する色センサの分光感度を示し、この図では、Ｒセンサ
：Ｓ＿Ｒ（λ）、Ｇセンサ：Ｓ＿Ｇ（λ）、Ｂセンサ：Ｓ＿Ｂ（λ）とする。ここで、ス
クリーンの反射率分布をＲＥＦｘ（λ）とすると、白色光投射のスクリーン反射光を色セ
ンサで検出したＲ成分：Ｒｘは、
　Ｒｘ＝∫｛ＰＪ＿Ｗ（λ）*ＲＥＦｘ（λ）*Ｓ＿Ｒ（λ）｝ｄλ　　…（１）
である。
【０００９】
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　同様に、Ｇ成分、Ｂ成分は、
　Ｇｘ＝∫｛ＰＪ＿Ｗ（λ）*ＲＥＦｘ（λ）*Ｓ＿Ｇ（λ）｝ｄλ　　…（２）
　Ｂｘ＝∫｛ＰＪ＿Ｗ（λ）*ＲＥＦｘ（λ）*Ｓ＿Ｂ（λ）｝ｄλ　　…（３）
で表される。
【００１０】
　式（１）～（３）より、スペクトルの形状（ＰＪ＿Ｗ（λ）*ＲＥＦｘ（λ））が同じ
でなくても各センサ検出値が等しくなる場合があり得ることが分かる。図１０Ａおよび図
１０Ｂにその場合の一例を示す。
【００１１】
　図１０Ａと図１０Ｂにおいて、青成分（３８０ｎｍ～５００ｎｍ付近）のスペクトルの
形状は異なっている。しかし、Ｂセンサ値としては両方とも等しくなる。つまり、図１０
Ａの場合と図１０Ｂの場合との違いをセンサでは区別ができないことになる。
【００１２】
　このような現象は、特に、各色センサの分光感度の低いところに、プロジェクタの投射
光スペクトルのピークがある場合等において顕著に現れる。
【００１３】
　以上のようなことを理由として、センサによって検出された各色（Ｒ、ＧおよびＢ）の
レベルのバランスを基準白色の色レベルのバランスに合致させるような補正を行うだけで
は、誤差が発生し、高精度な補正ができない。
【００１４】
　そこで、本発明は、ユーザの負担や違和感を少なくしつつ、高精度な自動色調（色バラ
ンス）補正が行えるようにした画像投射装置を提供することを目的の１つとしている。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の一側面としての画像投射装置は、映像信号に基づいてカラー画像を投射面に投
射する画像投射装置であって、前記投射面からの反射光のうち第１、第２および第３の波
長領域の光をそれぞれ検出する第１、第２および第３の受光センサと、前記映像信号に対
して色調調整に関する処理を行う処理手段と、前記第１、第２および第３の波長領域の光
を含む基準光を前記投射面に投射したときの前記第１から第３の受光センサのうち１つの
受光センサからの出力と他の受光センサからの出力とに基づいて、該１つの受光センサが
検出する波長領域に対応する映像信号を前記処理手段で処理するためのパラメータを設定
する制御手段と、前記基準光を、基準投射面に投射したときの前記第１、第２および第３
の受光センサからの出力である基準出力を記憶した基準出力記憶手段を有し、前記制御手
段は、前記基準光を前記投射面に投射したときの前記１つの受光センサおよび他の受光セ
ンサからの出力の比と、これら受光センサの前記基準出力の比と、複数の異なる投射面に
前記基準光を投射したときの前記受光センサからの出力に基づき決定された補正係数とを
用いて算出した値に基づいて前記パラメータを設定することを特徴とする。
【００１６】
　なお、上記画像投射装置と、該画像投射装置に画像情報を供給する画像供給装置とを有
する画像表示システムも本発明の他の側面を構成する。
【００１７】
　また、本発明の他の側面としての画像投射装置の制御方法は、映像信号に基づいてカラ
ー画像を投射面に投射する画像投射装置の制御方法であって、前記投射面からの反射光の
うち第１、第２および第３の波長領域の光を第１、第２および第３の受光センサでそれぞ
れ検出する検出ステップと、前記映像信号に対して色調調整に関する処理を行う処理ステ
ップと、前記第１、第２および第３の波長領域の光を含む基準光を前記投射面に投射した
ときの前記第１から第３の受光センサのうち１つの受光センサからの出力と他の受光セン
サからの出力とに基づいて、該１つの受光センサが検出する波長領域に対応する映像信号
を前記処理ステップで処理するためのパラメータを設定するステップを有し、前記パラメ
ータは、前記基準光を前記投射面に投射したときの前記１つの受光センサおよび他の受光
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センサからの出力の比と、前記基準光を基準投射面に投射したときのこれら受光センサか
らの出力の比と、複数の異なる投射面に前記基準光を投射したときの前記受光センサから
の出力に基づき決定された補正係数とを用いて算出されることを特徴とする。
　また、本発明の他の側面として制御プログラムは、映像信号に基づいてカラー画像を投
射面に投射する画像投射装置に、前記投射面からの反射光のうち第１、第２および第３の
波長領域の光を第１、第２および第３の受光センサでそれぞれ検出する検出ステップと、
前記映像信号に対して色調調整に関する処理を行う処理ステップと、前記第１、第２およ
び第３の波長領域の光を含む基準光を前記投射面に投射したときの前記第１から第３の受
光センサのうち１つの受光センサからの出力と他の受光センサからの出力とに基づいて、
該１つの受光センサが検出する波長領域に対応する映像信号を前記処理ステップで処理す
るためのパラメータを設定するステップを実行させ、前記パラメータを、前記基準光を前
記投射面に投射したときの前記１つの受光センサおよび他の受光センサからの出力の比と
、前記基準光を基準投射面に投射したときのこれら受光センサからの出力の比と、複数の
異なる投射面に前記基準光を投射したときの前記受光センサからの出力に基づき決定され
た補正係数とを用いて算出させることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、Ｒ，Ｇ，Ｂ等の第１から第３の波長領域の光を含む基準光を投射面に
投射して受光センサ出力を得るので、ユーザの負担や違和感を少なくすることができる。
しかも、映像信号の色調調整処理用のパラメータを、その映像信号に対応する波長領域の
受光センサだけでなく、他の受光センサからの出力をも用いて設定するので、反射光のス
ペクトルの形状（分布）まで反映した高精度な色調補正を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００２０】
　図１には、本発明の実施例１である画像投射装置としての液晶プロジェクタの構成を示
す。
【００２１】
　図１において、１は映像入力回路であり、パーソナルコンピュータＰＣや映像機器等の
画像供給装置から出力されたアナログ映像信号２１をＡＤ変換して、所定形式のデジタル
映像信号を生成する。生成されたデジタル映像信号は、デジタル信号処理回路２に出力さ
れる。デジタル信号処理回路２は、デジタル映像信号に対して、画像形成素子としての液
晶パネル４の駆動に適した解像度変換処理およびフレームレート変換処理等を行う。また
、デジタル信号処理回路２は、リファレンス画像としてのテストパターンを表示するため
の映像信号を生成する。
【００２２】
　デジタル信号処理回路２から出力されたＲ，Ｇ，Ｂの映像信号は、表示駆動回路３に入
力される。表示駆動回路３には、ゲイン／オフセット処理部５やγ補正部６が設けられて
おり、これらによってＲ，Ｇ，Ｂの映像信号に対してそれぞれ独立に、ゲイン／オフセッ
ト処理やγ補正処理といった輝度や色に関する信号処理を行う。そして、表示駆動回路３
は、処理したＲ，Ｇ，Ｂの映像信号に基づいて、３つの液晶パネル４（Ｒパネル４Ｒ，Ｇ
パネル４ＧおよびＢパネル４Ｂ）の駆動信号を生成する。また、表示駆動回路３は、液晶
パネル４に駆動信号に対応した画像を形成させるためのタイミングパルスを生成する。
【００２３】
　３つの色センサ９（Ｒセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９ＧおよびＢセンサ９Ｂ）は、Ｒ，Ｇ，Ｂ
のそれぞれの波長領域に感度を有し、プロジェクタから投射された光のスクリーン（投射
面）Ｓでの反射光のみを検出できるように配置されている。
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【００２４】
　７は投射レンズであり、光源ランプ１５によって照明されたＲパネル４Ｒ，Ｇパネル４
ＧおよびＢパネル４ＢからのＲ，Ｇ，Ｂ光が合成された画像光をスクリーンＳ上に投射す
る。
【００２５】
　コントローラ８は、マイクロコンピュータなどで構成されている。コントローラ８は、
デジタル信号処理回路２に対してテストパターン表示の制御を行い、また表示駆動回路３
に対してゲイン／オフセット処理およびガンマ処理などの各種処理の制御を行う。該制御
には、例えばゲイン処理を行うためのパラメータであるゲイン値の設定が含まれる。
【００２６】
　さらに、コントローラ８は、不図示の操作パネルからの命令の解読や不揮発性メモリ１
０との通信など、システム全体を統合的に制御する。
【００２７】
　本実施例のプロジェクタは、自動壁色補正機能等とも称される自動色調調整（色調補正
）機能を有する。色調補正に関して、コントローラ８は、色センサ９を駆動するセンサ駆
動部１１を有する。センサ駆動部１１は、Ｒセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９ＧおよびＢセンサ９
Ｂを駆動し、スクリーンＳからの反射光に含まれるＲ成分、Ｇ成分およびＢ成分の光電変
換動作および該光電変換により生成された信号の出力を行わせる。
【００２８】
　また、コントローラ８は、センサ値補正処理部１２を有する。センサ値補正処理部１２
は、Ｒセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９ＧおよびＢセンサ９Ｂからの出力値（以下、単にセンサ値
という）２２と、不揮発性メモリ１０に記憶保存されているセンサ基準値２３とを用いて
演算を行い、後述する補正後センサ値２４を得る。ここで、センサ基準値２３は、所定の
基準白色光を基準（標準）スクリーンに投射した場合にＲセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９Ｇおよ
びＢセンサ９Ｂにより得られる出力値であり、工場等での調整工程にて測定され、不揮発
性メモリ１０に保存された値である。
【００２９】
　さらに、映像補正量算出部１３は、補正後センサ値２４とセンサ基準値２３とから所定
の色バランスが得られるように、Ｒ，Ｇ，Ｂの各映像信号に対するゲイン値を算出し、表
示駆動回路３に伝える。
【００３０】
　次に、本実施例におけるセンサ値補正処理部１２の役割について説明する。図２Ａには
、光源ランプ１５として高圧水銀ランプを用いた場合における投射光のスペクトル（波長
と放射輝度との関係）の一例を示す。また、図２Ｂには、Ｒセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９Ｇお
よびＢセンサ９Ｂの分光感度分布を示す。なお、Ｒセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９ＧおよびＢセ
ンサ９Ｂが感度を有する波長領域はそれぞれ、隣り合う波長領域と一部が重複している。
【００３１】
　これらの図の比較から、投射光に含まれるＲ光、Ｇ光およびＢ光の大部分はそれぞれ、
Ｒセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９ＧおよびＢセンサ９Ｂの感度領域（図２Ｂ中の曲線で囲まれた
領域）内に含まれることが分かる。
【００３２】
　しかし、高圧水銀ランプは、図２Ａに示すように、スペクトルのピークが数箇所に現れ
るのが特徴であり、Ｐ１のように、１つ又は複数のピークがＲセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９Ｇ
およびＢセンサ９Ｂのいずれの感度領域内にも含まれないことがある。いずれの感度領域
内にも存在しないスペクトルのピークは、センサ値に反映されない。また、Ｐ２のように
、１つのセンサの感度領域内に複数のピークが存在することもある。Ｐ１やＰ２のような
ピークはその輝度レベルが大きいため、該ピークの検出誤差が投射光の色度に大きく影響
を与える。
【００３３】
　センサ値補正処理部１２は、Ｒセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９ＧおよびＢセンサ９Ｂでの検出
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誤差を発生させやすいピーク成分を考慮に入れて、センサ値に対して補正を行う。
【００３４】
　図３には、センサ値補正処理部１２の演算内容を示す。この演算処理は、コントローラ
８内に設けられた不図示のメモリに格納されたコンピュータプログラムに従って実行され
る。
【００３５】
　まず、Ｒセンサ９Ｒ，Ｇセンサ９ＧおよびＢセンサ９Ｂからのセンサ値２２ｒ，２２ｇ
，２２ｂとメモリ１０からのＲ，Ｇ，Ｂのセンサ基準値２３ｒ，２３ｇ，２３ｂとを用い
て、Ｒセンサ減衰率５４とＢセンサ減衰率５５とを求める。具体的には、以下に示す式（
４－ａ），（４－ｂ）を用いて、Ｒ，Ｂセンサ値の比とＲ，Ｂセンサ基準値の比とを用い
てＲセンサ減衰率５４とＢセンサ減衰率５５とを算出する。
【００３６】
　Ｒセンサ減衰率＝（Ｒセンサ値／Ｇセンサ値）／（Ｒセンサ基準値／Ｇセンサ基準値）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（４－ａ）
　Ｂセンサ減衰率＝（Ｂセンサ値／Ｇセンサ値）／（Ｂセンサ基準値／Ｇセンサ基準値）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（４－ｂ）。
【００３７】
　センサ補正量算出部５６は、上記演算で得られたＲセンサ減衰率５４およびＢセンサ減
衰率５６から、以下の式（５－ａ），（５－ｂ），（５－ｃ）を用いて各センサ値の補正
量を算出する。
【００３８】
　　補正後Ｒセンサ値＝α*(１－Ｒセンサ減衰率)*Ｒセンサ値　　…（５－ａ）
　　補正後Ｇセンサ値＝Ｇセンサ値　　　　　　　　　　　　　　…（５－ｂ）
　　補正後Ｂセンサ値＝β*(１－Ｂセンサ減衰率)*Ｂセンサ値　　…（５－ｃ）。
【００３９】
　ここで、α，βはそれぞれ補正ゲインであり、各センサ値に対して補正をかける強度を
示す。補正ゲインα，βは、できるだけ多種多様なスクリーン又は壁面に対して投射を行
ってデータを集め、該データに基づいて決定する。
【００４０】
　式（５－ａ）は、Ａ点がＧセンサとＲセンサの感度分布の境界に存在するので、Ｇセン
サとＲセンサの出力の変化程度から、Ａ点の減衰率（増加率）を推測し、Ｒセンサに対し
て補正処理を行っていることを意味している。
【００４１】
　また、式（５－ｃ）は、Ｇセンサ４ＧとＢセンサ４Ｂのセンサ値の変化の程度からＢ光
スペクトルの形状（例えば、Ｐ２の有無）、言い換えれば分布を推測し、Ｂセンサ４Ｂの
センサ値に対して補正処理を行うことを意味している。
【００４２】
　なお、ここでは、Ｒセンサ値とＢセンサ値に対して補正を行う場合について説明してい
るが、他２つのセンサ値もしくは１つのセンサ値に対して補正を行ってもよい。
【００４３】
　次に、補正後のセンサ値を用いて、映像信号に対する補正量を決定する映像補正量算出
部１３での演算について説明する。この演算処理も、コントローラ８内に設けられた不図
示のメモリに格納されたコンピュータプログラムに従って実行される。
【００４４】
　図４には、映像補正量算出部１３における処理フローの一例を示している。
【００４５】
　（ＰＡＨＳＥ１）
　まず、「補正後センサ値」のＲＧＢバランスと「センサ基準値」のＲＧＢバランスが一
致するような「目標センサ値」を算出する。すなわち、
　　目標Ｒセンサ値：目標Ｇセンサ値：目標Ｂセンサ値＝
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　　　　　　　　　　　　　　Ｒセンサ基準値：Ｇセンサ基準値：Ｂセンサ基準値
の関係を満たすように「目標センサ値」を算出する。
【００４６】
　（ＰＡＨＳＥ２）
　次に、「補正後センサ値」を、算出された「目標センサ値」に一致させるために必要な
ゲイン補正量である「センサ補正ゲイン」を求める。「センサ補正ゲイン」は以下の式（
６）により算出される。
【００４７】
　　Ｒセンサ補正ゲイン＝目標Ｒセンサ値／補正後Ｒセンサ値
　　Ｇセンサ補正ゲイン＝目標Ｇセンサ値／補正後Ｇセンサ値
　　Ｂセンサ補正ゲイン＝目標Ｂセンサ値／補正後Ｂセンサ値　　　　　　…（６）。
【００４８】
　（ＰＡＨＳＥ３）
　次に、「センサ補正ゲイン」を実現するような「映像信号補正ゲイン」を、「輝度－信
号特性」を用いて求める。「輝度－信号特性」は、信号レベル変化に対する色センサ９の
変化を表した特性であり、一般的にγ特性として知られている。「映像信号補正ゲイン」
は以下の式（７）により算出される。
【００４９】
　　Ｒ映像信号補正ゲイン＝［輝度－信号特性（Ｒ成分）］－１（Ｒセンサ補正ゲイン）
　　Ｇ映像信号補正ゲイン＝［輝度－信号特性（Ｇ成分）］－１（Ｇセンサ補正ゲイン）
　　Ｂ映像信号補正ゲイン＝［輝度－信号特性（Ｂ成分）］－１（Ｂセンサ補正ゲイン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（７）。
【００５０】
　コントローラ８は、このようにして算出された「映像信号補正ゲイン」を、表示駆動回
路３に伝える。表示駆動回路３は、Ｒ，ＧおよびＢの「映像信号補正ゲイン」」を用いて
、デジタル信号処理回路２から入力されたＲ，Ｇ，Ｂの映像信号に対するゲイン処理を行
う。そして、該ゲイン処理等を行った映像信号に基づいて各液晶パネルの駆動信号を生成
する。
【００５１】
　以上説明したように、本実施例によれば、各色の映像信号に対するゲイン処理パラメー
タ（映像信号補正ゲイン）を、その色の映像信号に対応する波長領域の受光センサだけで
なく他の受光センサからの出力をも用いて設定する。このため、反射光のスペクトル分布
まで反映した高精度な色調補正を行うことができる。
【００５２】
　また、Ｒ，Ｇ，Ｂ光を含む基準白色光を投射面に投射してセンサ値を得るので、Ｒ，Ｇ
，Ｂ光を順次投射する場合に比べて、ユーザの負担や違和感を少なくすることができる。
【実施例２】
【００５３】
　一般的なプロジェクタの信号処理構成は、図１に示したように、ゲイン／オフセット処
理部５よりもγ補正部６の方がパネル４側に存在する。プロジェクタにて、投射モードの
切換えに応じて投射画像の表示特性を変えるには、γ補正部（表示特性記憶手段）６に記
憶されたγ特性データを書き換えることになる。このため、画像表示特性に応じて実施例
１のＰＡＨＳＥ３で説明した「輝度－信号特性」（γ特性）が変化することになる。
【００５４】
　このことによって生じる不都合を図５を用いて説明する。ある投射モードでは、上記Ｐ
ＨＡＳＥ３にて説明したように、図５中に実線で描かれた「輝度－信号特性」（γ特性１
）を参照して、「センサ補正ゲイン１」から「映像信号補正ゲイン１」が算出される。
【００５５】
　しかし、投射モードを変更して画像表示特性が点線のような特性（γ特性２）に変化す
ると、「映像信号補正ゲイン１」に対応するセンサ補正ゲインが「センサ補正ゲイン２」
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となってしまう。このため、実際に求められている「センサ補正ゲイン１」との間にゲイ
ン差ΔGainが発生してしまう。図５から分かるように、γ特性２に対して理想の映像信号
補正ゲインは、「センサ補正ゲイン１」と「γ特性２」との交点である「映像信号補正ゲ
イン２」である。
【００５６】
　そこで、この不具合を解決するために、実際には、ＰＨＡＳＥ３で算出された「映像信
号補正ゲイン」に対してさらに補正を行う。
【００５７】
　まず、ＰＨＡＳＥ３で使用した基準となる「輝度－信号特性」（γ特性１）に対して、
各画像表示特性（投射モード）における「輝度－信号特性」（γ特性ｋ，ｋ=１～Ｎ：Ｎ
は画像表示特性の数）の差分値を予め用意しておく。以下、この差分値をγ特性補正関数
ｋ（ｋ=１～Ｎ）という。
【００５８】
　次に、ＰＨＡＳＥ３で算出された「映像信号補正ゲイン」と、現在の画像表示特性に応
じたγ特性補正関数ｋとを用いて、新たな「映像信号補正ゲイン＿ＩＭＧ」を算出する。
【００５９】
　（ＰＡＨＳＥ４）
　次に、より具体的な処理および演算方法について、図６の特性図および図７の処理フロ
ーチャートを用いて説明する。図６には、演算に使用する「γ特性補正関数ｋ」の例を示
す。例えば、ＰＨＡＳＥ３で使用する「輝度－信号特性」を図５のγ特性１とすると、γ
特性補正関数１はリニアな特性、γ特性補正関数２は、γ特性２とγ特性１の差分特性を
示す。
【００６０】
　まず、現在の画像表示特性（投射モード）ｋの情報を取得する。次に、画像表示特性ｋ
に対応したγ特性補正関数ｋを読み出す。そして、「映像信号補正ゲイン」に対して以下
の演算を行う。
【００６１】
　Ｒ映像信号補正ゲイン_IMG　＝［γ特性補正関数ｋ_Ｒ成分（Ｒ映像信号補正ゲイン）
］
　Ｇ映像信号補正ゲイン_IMG　＝［γ特性補正関数ｋ_Ｇ成分（Ｇ映像信号補正ゲイン）
］
　Ｂ映像信号補正ゲイン_IMG　＝［γ特性補正関数ｋ_Ｂ成分（Ｂ映像信号補正ゲイン）
］
　　以上のようにして、画像表示特性に応じてγ特性補正関数を切り替えて映像信号補正
ゲイン＿ＩＭＧが算出される。コントローラ８は、このようにして算出された「映像信号
補正ゲイン＿ＩＭＧ」を、表示駆動回路３に伝える。表示駆動回路３は、デジタル信号処
理回路２から入力されたＲ，Ｇ，Ｂの映像信号と「Ｒ，ＧおよびＢ映像信号補正ゲイン＿
ＩＭＧ」とを用いて、Ｒパネル４Ｒ，Ｇパネル４ＧおよびＢパネル４Ｂの駆動パラメータ
を設定し、各パネルに対する駆動信号を生成する。
【００６２】
　なお、「γ特性補正関数」は、テーブル値として内部メモリに保存していてもよいし、
近似関数の係数として内部メモリに保存しておいてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の実施例１であるプロジェクタの構成を示した図。
【図２Ａ】実施例１のプロジェクタから投射される光のスペクトルを示した図。
【図２Ｂ】実施例１のプロジェクタにおける色センサの分光感度を示した図。
【図３】実施例１におけるセンサ値補正処理の流れを示したフローチャート。
【図４】実施例１における映像補正量算出処理の流れを示したフローチャート。
【図５】本発明の実施例２のプロジェクタにおけるγ特性による補正値の違いを示す図。
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【図６】実施例２におけるγ特性補正関数を示した図。
【図７】実施例１における映像補正量算出処理の流れを示したフローチャート。
【図８】従来の一般的なプロジェクタの投射光スペクトルを示した図。
【図９】従来の一般的な色センサの分光感度分布を示した図。
【図１０Ａ】従来の一般的なプロジェクタにおける投射光スペクトルを示す図。
【図１０Ｂ】従来の一般的なプロジェクタにおける色センサの分光感度を示した図。
【符号の説明】
【００６４】
　３　表示駆動回路
　４　液晶パネル
　７　投射レンズ
　８　コントローラ
　９　色センサ
　１０　不揮発性メモリ、
　１２　センサ値補正部
　１３　映像補正量算出部
　

【図２Ａ】

【図５】
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